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平成25年８月会　　　　　報（1）第４号

ご
挨
拶

米
子
地
区
防
火
安
全
協
会

　
　
会
長
　
宇
野 

松
人

　

残
暑
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
消
防
機
関
や
各
団
体
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
当
協
会
の
事
業
運
営
に
対
し
格
別

の
ご
指
導
、
ご
理
解
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
米
子
地
区
防
火
安
全
協
会
は
、
昨
年
６
月
の
合
併

か
ら
一
年
が
経
過
し
、
今
後
の
協
会
の
在
り
方
や
基
盤
を

整
え
る
正
念
場
の
一
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

先
般
、
第
２
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
25
年
度

の
事
業
計
画
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
協
会
事
務
局
を
中

心
に
、
従
前
の
事
業
を
見
直
し
な
が
ら
よ
り
協
会
員
主
体

の
事
業
内
容
に
な
る
よ
う
、
新
入
社
員
防
災
研
修
会
を
今

年
度
か
ら
午
前
の
部
・
午
後
の
部
で
開
催
し
た
他
、
危
険

物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会
の
日
程
変
更
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
情
報
提
供
な
ど
、
環
境
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
斡
旋
・
普
及
活
動
も
行
っ
て
お
り
、
設
置
の
奏
功
事

例
も
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。　
　
　

　

こ
う
し
た
協
会
事
業
を
通
じ
、
会
員
事
業
所
の
み
な
ら

ず
、
家
庭
に
お
い
て
も
防
災
・
防
火
管
理
を
徹
底
す
る
と

共
に
、
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
消
防
局
と
連
携

し
な
が
ら
、
火
災
・
事
故
の
な
い
安
全
な
地
域
づ
く
り
に

貢
献
す
る
た
め
、
一
層
努
力
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

今
後
と
も
皆
様
方
の
さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

あなたこそ 無事故を担う 司令塔

消すまでは 心の警報 ONのまま

〈平成25年度　危険物安全週間推進標語〉

〈平成25年度　全国統一防火標語〉
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就
任
の
ご
挨
拶

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

消
防
局
長
　
武
本 

和
之

　

米
子
地
区
防
火
安
全
協
会
の
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
消
防
行
政
の

推
進
に
格
別
な
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

私
、
本
年
４
月
１
日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
消
防
局
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
武
本
和
之
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
任
で
あ
り
ま
す
桑
名
消
防

局
長
は
、
数
々
の
業
績
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
間
の
皆
様
の

ご
支
援
に
対
し
、局
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
、
高
齢
化
社
会
の
進
展
と
と
も
に
社
会
構
造
が
大
き

く
変
貌
し
、
長
崎
市
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
ベ
ル
ハ
ウ
ス
東

山
手
」
の
火
災
な
ど
、
福
祉
施
設
に
お
い
て
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
る
火
災
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
当
管
内
に
お
い
て
大
き
な
災
害
が
発
生
し
て
い

な
い
事
は
、
ひ
と
え
に
、
会
員
の
皆
様
の
自
主
防
火
管
理
体
制
が
充

実
さ
れ
て
い
る
賜
物
で
あ
る
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
、
消
防
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
指
令
シ
ス
テ
ム
の
更
新

を
は
じ
め
、
防
災
関
係
官
庁
、
消
防
団
、
福
祉
・
医
療
機
関
等
と
の

連
携
を
深
め
る
な
ど
消
防
行
政
の
諸
問
題
に
取
り
組
み
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
と
一
体
と
な
っ
た
防
火
防
災
意
識
の
啓
発
に
取
り
組
ん
で

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
守
る
と
い
う
原
点
に
立

ち
返
り
、「
住
民
の
安
心
・
安
全
を
創
造
す
る
西
部
消
防
」を
基
本
方

針
と
し
て
、
消
防
の
使
命
を
全
力
で
果
た
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
米
子
地
区
防
火
安
全
協
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と

会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
、ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
25
年
６
月
７
日
（
金
）、
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
パ
レ
ス
倉
吉

に
お
い
て
、
鳥
取
県
危
険
物
保
安
協
会
連
合
会
理
事
会
及
び 

危
険
物
安
全
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
11
時
よ
り
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
理
事
と
し
て
当
協
会

大
場
英
之
副
会
長
（
王
子
製
紙
株
式
会
社　

米
子
工
場
長
）、

坂
口
元
昭
副
会
長（
山
陰
石
油
株
式
会
社　

代
表
取
締
役
社
長
）

に
ご
出
席
頂
き
ま
し
た
。

桑名強様
末次厚子様　

後藤総合車両所様
大場英之様

　

午
後
１
時
20
分
よ
り
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
鳥
取
県
知
事
表
彰

及
び
鳥
取
県
危
険
物
保
安
協
会
連
合
会
会
長
表
彰
を
次
の
皆
様

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
鳥
取
県
知
事
表
彰
】

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
米
子
支
社　

後
藤
総
合
車
両
所 

様

【
鳥
取
県
危
険
物
保
安
協
会
連
合
会　

会
長
表
彰（
危
険
物
功
労
者
表
彰
）】

　

大
場　

英
之 

様 

　
　
（
王
子
製
紙
株
式
会
社　

米
子
工
場
長
）

　

上
田　

博
久 

様

　
　
（
株
式
会
社
米
子
青
果　

代
表
取
締
役
社
長
）

【
鳥
取
県
危
険
物
保
安
協
会
連
合
会　

会
長
表
彰（
感
謝
状
）】

　

桑
名　
　

強 

様

　
　
（
元 

米
子
市
危
険
物
保
安
協
会　

事
務
局
長
）

　

末
次　

厚
子 

様 

　
　
（
前 

米
子
市
危
険
物
保
安
協
会　

事
務
局
員
）

鳥
取
県
危
険
物
保
安
協
会
連
合
会
理
事
会
及
び
危
険
物
安
全
大
会

鳥
取
県
危
険
物
保
安
協
会
連
合
会
理
事
会
及
び
危
険
物
安
全
大
会

受賞されました皆様、
本当におめでとうございました。

理
事
会

安
全
大
会
（
表
彰
式
）
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平
成
25
年
５
月
29
日
（
水
）、
西
部
消
防
局

に
お
い
て
第
２
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
ご
来
賓
に
米
子
市
議
会
議
長　

松

井
義
夫
様
を
は
じ
め
、
米
子
警
察
署
長　

清
水

広
一
様
、
米
子
市
自
治
連
合
会
副
会
長　

八
幡

忠
義
様
、
西
部
消
防
局
長　

武
本
和
之
様
に
ご

臨
席
賜
り
、
会
員
事
業
所
か
ら
は
44
名
の
皆
様

に
ご
出
席
頂
き
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、左
記
事
項
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

全
議
案
に
つ
い
て
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

・
平
成
24
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

・
平
成
25
年
度
事
業
計
画（
案
）及
び
予
算（
案
）

・
会
則
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

（
監
事
４
名
か
ら
２
名
へ
定
数
変
更
）

（
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
議
案
書
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確

認
下
さ
い
）

実務研修（水消火器で放水体験）

　

平
成
25
年
６
月
21
日
（
金
）
に
西
部

消
防
局
に
お
い
て
新
入
社
員
防
災
研

修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
日

は
台
風
４
号
の
影
響
を
受
け
、
あ
い

に
く
の
雨
天
で
屋
内
で
の
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
よ
り
午
前

の
部
・
午
後
の
部
で
開
催
し
、
各
部
と

も
に
定
員
い
っ
ぱ
い
で
合
計
140
名
の

職
員
の
皆
様
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、
防
火
管
理
の
重
要
性

に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
た
後
、
実

務
研
修
と
し
て
４
班
に
分
か
れ
て
屋

内
消
火
栓
及
び
訓
練
用
水
消
火
器
に

よ
る
初
期
消
火
訓
練
の
実
施
、
指
令

セ
ン
タ
ー
の
見
学
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習

を
行
い
ま
し
た
。
屋
内
消
火
栓
や
水

消
火
器
の
実
務
研
修
で
は
、
実
際
に

ホ
ー
ス
や
消
火
器
を
使
っ
て
放
水
体

験
を
し
て
頂
き
、
初
期
消
火
の
必
要

性
や
防
災
・
防
火
意
識
の
高
揚
に
つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
募
集
定
員
を
超
え
る
参
加

申
し
込
み
が
あ
り
、
受
付
終
了
前
に

定
員
に
達
し
お
断
り
を
さ
せ
て
頂
い

た
事
業
所
様
に
は
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。
来
年
度
か
ら
多
く
の
会
員
事

業
所
様
、
職
員
の
皆
様
に
受
講
し
て

頂
け
ま
す
よ
う
、
今
年
度
の
状
況
を

踏
ま
え
て
今
後
の
研
修
会
の
実
施
方

法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

■防火管理講習会について
　西部消防局主催の防火管理講習会につきましても、引き続き開催いたします。
　今年度より、受講料を事前に指定口座（ゆうちょ銀行）へお振り込みいただくように手続きが変更となっております。
　詳細につきましては受講要項またはホームページでご確認の上、受講申し込みをお願い致します。

講習回数

■甲種防火管理新規講習（定員９０名）
講 習 日 受 付 期 間

第２回 ９月１０日(火)
１１日(水) ８月１２日 ～ ８月２３日

第3回 １１月２６日(火)
２７日(水) １０月２８日 ～ １１月８日

第4回 平成２６年 ３月１３日(木)
１４日(金) ２月１７日 ～ ２月２８日

講 習 料

４，０００円

書面申請

■消防設備士試験

第２回 平成２５年１１月２４日（日） （中部）倉吉体育文化会館○甲種（１類、４類）
○乙種（１類、４類、６類、７類）

９月２６日（木）～１０月１０日（木）
電子申請 ９月２３日（月）～１０月 ７日（月）

講習回数

■防災管理新規講習（定員９０名）
講 習 日 受 付 期 間

第1回 ９月１３日(金) ８月２６日 ～ ９月４日
講 習 料

２，３００円

講 習 回 数

■甲種防火管理再講習（定員９０名）
講 習 日 受 付 期 間

第2回 １１月２８日(木) 11月１１日 ～ １１月１９日
講 習 料

１，７００円

区 分 及び 試 験 種 類 試 験 日 試 験 会 場（予定） 受 付 期 間

平成25年度 防火管理 講習会 及び 消防設備士試験 情報

新
入
社
員
防
災
研
修
会

新
入
社
員
防
災
研
修
会

新
入
社
員
防
災
研
修
会

新
入
社
員
防
災
研
修
会

第
２
回 

定
期
総
会

第
２
回 

定
期
総
会

ＡＥＤの講習
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事務局よりお知らせ
〈会費の納入について〉
　平成25年度の年会費につきましては、大変恐れ入りますが、９月中までに納入して頂きますようお願いいたします。
　なお、お振込やご持参等による納入が困難な場合につきましては、事務局員が集金に伺いますので、ご一報願います。
〈消火競技会について〉
　来る10月17日（木）に境港市消防保安協会主催の消火競技会が開催されます。
　今年度より、当協会からも消火競技会に参加させて頂くことになりました。
　詳細につきましては、ホームページ等をご確認下さい。

米子地区防火安全協会事務局　TEL：0859−35−1970（担当：渡部）
　●メールアドレス：y-fpsa@yonago-kyoukai.sakura.ne.jp
　●ホームページアドレス：http://www.y-fpsa.jpn.org/

　いよいよ夏本番！お祭りや花火の季節となりました。花火と言えば…昨年自宅で花火をし
ていたところ、子供が持っていた花火が私の髪の毛に引火し、左頬を火傷してしまいました。
一瞬のうちに引火し今でも恐怖がよみがえりますが、親としては子供が火傷しなくてよかっ

たと思うと同時に、花火の取扱いを今一度見直すきっかけになりました。大丈夫！と思っていても、ちょっとした油断
から大変危険な事故につながることがあります。これからお盆や夏休みで家族や友人が集まって花火をする機会もある
かと思いますが、正しい使用方法で火災や事故、怪我のないように楽しい夏をお過ごし下さい。　      　（事務局  渡部）

編 集 後 記

※危険物取扱者試験 準備講習会と危険物取扱者試験の申込先、受付期間は異なりますので
ご注意下さい（試験の受験申込先は、「財団法人 消防試験研究センター 鳥取県支部」です。）

乙４ 合格率 丙 合格率

６８．８％ ７２．７％
２６．５％

講習受講者
鳥取県平均 ４８．７％

第１回

講習種別 及び講習回数

①講習会日程
■危険物取扱者試験 準備講習会

講 習 日 試 験 日受付期間※直前まで受付

７月１５日（月）～
平成２５年１０月１３日（日）

乙種第４類
（定員１００名）

平成２５年１０月２０日（日）

１１月１８日（月）～ 平成２６年 ２月 ９日（日）

平成２５年１０月１３日（日）丙 種
（定員３０名） ７月１５日（月）～

９月２０日(金)
２１日(土)

平成２６年
１月１４日（火）・１５日（水）

９月１９日(木)

第２回

第3回

第4回
平成２５年１０月２０日（日）

講習種別

②受講料
会　　員

（テキスト代込）
会　員　外

（テキスト代込）

乙種第４類 ７，０００円 １１，０００円

テキスト代
（法令編・実務編・例題集）

４，０００円

丙　　種 5，０００円 6，5００円 3，6００円

区分及び試験種類

■危険物取扱者試験
試 験 日 試 験 会 場（予 定）

第２回
（甲種、乙種、丙種） 平成２５年１０月１３日（日） （中部）倉吉未来中心 ８月２３日（金）

～ ９月 ６日（金）
書面申請

第3回
（甲種、乙種、丙種） 平成２５年１０月２０日（日）

（東部）鳥取県庁
（西部）米子職業能力開発促進センター／米子コンベンションセンター

８月２０日（火）
～ ９月 ３日（火）

電子申請

電子申請

第４回
（乙種） 平成２６年 ２月 ９日（日）

（東部）鳥取県庁
（中部）倉吉体育文化会館
（西部）米子職業能力開発促進センター／米子コンベンションセンター

１１月２８日（木）
～１２月１２日（木）

１１月２５日（月）
～１２月９日（月）

書面申請

受 付 期 間

平成25年度
危険物取扱者試験
結果報告

■準備講習会について
　６月16日（日）に今年度第１回目の危険物取扱者試験が実施されました。従来３日間で実施していた講習会を今年
度より２日間に短縮し、短期集中型でより試験対策に特化した講習内容に変更した結果、当協会主催の準備講習会を受
講されました方の合格率が乙４は68.8％、丙種は72.7％でした。合格されました皆様、おめでとうございました。
　次回の準備講習会は、10月に実施されます第２回の試験に向け９月に開催いたします。試験区分は前回同様乙種第
４類及び丙種で、乙種第４類は土日を挟んだ２日間、丙種は平日１日を予定しています。試験約１ヶ月前に設定した講
習会から勉強を始めても、十分間に合うようにポイントを押さえた講義内容になっております。協会斡旋のテキスト及
び例題集の他、独自のレジュメを使用し、効率のよい学習方法もご紹介しておりますので、資格取得を目指される方は
ぜひ受講されますようご案内申し上げます。
　なお、会員事業所の方は受講割引がありますので、詳細につきましてはホームページでご確認下さい。

平成25年度 危険物取扱者試験 及び 準備講習会 情報

乙４（一般）の合格率は、昨年実績を上回る合格
率となりました。丙種につきましても７２．７％と県
平均よりも高く、いずれも約７割の方が合格され
たという結果が出ました。


